
                                     

                                     

                                     

                                     

七
月
か
ら
回 

収
が
始
ま
り
、 

一
〇
月
に
は
累 

計
で
一
〇
万
円 

を
超
え
ま
し
た
。 

 

桜
区
内
の
そ 

れ
ぞ
れ
の
小
中 

学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
曜
日
を
決
め
て
登
校

時
に
回
収
を
し
た
り
、
専
用
の
回
収
箱
を
設

置
し
た
り
し
て
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。
多

く
の
皆
さ
ん
か
ら
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
た

く
さ
ん
の
ア
ル
ミ
缶
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
震
災
で
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
、
つ

ら
い
体
験
を
し
て
い
ま
す
。
家
財
を
失
い
愛

す
る
人
た
ち
ま
で
も
奪
わ
れ
た
子
ど
も
た
ち

も
大
勢
い
ま
す
。
い
ま
、
私
た
ち
に
で
き
る

事
と
し
て
、
こ
の
活
動
は
で
き
る
限
り
長
く

広
く
続
け
て
行
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」 

元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ 

る
子
、
ち
ょ
っ
と
は
ず
か
し
そ
う 

に
あ
い
さ
つ
を
す
る
子
、
い
ろ
い 

ろ
な
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」 

が
と
び
か
う
正
門
前
。
さ
い
た
ま 

市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
桜
区
連
合
会
で

は
各
学
期
の
ス
タ
ー
ト
の
週
に
一
二
校
一
斉

で
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

二
学
期
は
、
残
暑
厳
し
い
中
、
夏
休
み
明

け
の
小
麦
色
の
肌
を
し
た
子
ど
も
た
ち
が
、

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」
と
大
き
な
声

で
あ
い
さ
つ
を
返
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

三
学
期
は
、
朝
起
き
る
の
が
つ
ら
い
寒
さ

の
厳
し
い
中
、
休
み
明
け
と
は
思
え
な
い
く

ら
い
の
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」
の
声

が
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
た
ち
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
「
あ

い
さ
つ
」 

を
し
た
り 

声
を
か
け 

て
い
た
だ 

い
た
り
す 

る
中
で
、 

い
つ
か
こ 

こ
の
ふ
る 

さ
と
を
愛 

す
る
様
に 

な
る
で
し 

ょ
う
。 

宮
城
県
南
三
陸
町
の
戸
倉
小
の
校
長

(

中)

と
戸
倉
中
の
校
長
（
右
）
に
義
援
金

を
手
渡
す
（
一
一
月
二
九
日) 
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被災地支援アルミ缶 １面 校長会長研修会 ２面 

ビーチボール大会 ３面 花と緑ふれあい事業 ４面 

東日本大震災 被災地子ども支援 

登校時に正門前でアルミ缶を回収（7 月、神田小で） 

学期始めに桜区各校にて「あいさつ運

動」を展開 (9 月、大久保東小で） 

アルミ缶を換金した第 1 回目の義援金

を、宮城県でも津波による被害が大きかっ

た、南三陸町の戸倉小学校と戸倉中学校に

届けました。美しい漁師町の海のそばにあ

る戸倉小学校は、津波で全てが流されまし

た。戸倉中学校は、戸倉小より約 15ｍ高台

にあるのですが、それでも 5ｍを超える津

波がきて、大きな被害を受けました。 

 戸倉中の校長先生から、「全国からたくさ

んの支援や励ましをいただきました。直接、

みなさんにお返しはできないが、恩返しの

気持ちを持ち続けていれば、いつかめぐり

めぐって、きっとどこかで恩返しができる

はず。気持ちをつなげていこう」と、生徒

たちと話し合った事を伺いました。 

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
地
支
援
と
し

て
、
さ
い
た
ま
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
桜
区
連
合

会
で
は
、
「
ア
ル
ミ
缶
資
源
回
収
」
を
行
い
、

そ
の
収
益
で
義
援
金
や
学
用
品
な
ど
、
被
災

地
の
児
童
・
生
徒
た
ち
が
必
要
と
し
て
い
る

物
を
届
け
る
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。 

アルミ缶回収量と累計金額（単位：円） 
月 回収量 金額 累計残 

7 月 332kg 27,888 27,888 

8 月 226kg 18,984 46,872 

9 月 463kg 38,892 85,764 

10 月 414kg 34,776 120.540 

487kg 40,908 161,448 
11 月 

支援 100,000 61,448 

12 月 377kg 31,668 93,116 

 



                                     

                                     

                                     

                                     

 

桐
淵
教
育
長
の
お
話
は
、
子
ど
も
た
ち
を

取
り
巻
く
環
境
の
変
化
が
も
た
ら
す
影
響
を

二
五
年
前
の
資
料
よ
り
見
る
こ
と
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
生
活
の
健
全
さ
が
成
績
に
反
映

す
る
事
、
そ
し
て
環
境
と
成
績
の
関
係
で
、

さ
い
た
ま
市
の
子
ど
も
た
ち
は
、
全
国
の
子

ど
も
た
ち
と
比
較
し
て
も
良
い
数
値
を
示
し

て
お
り
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
と
の
事
で
し
た
。

小
中
連
携
に
つ
い
て
は
、
小
中
連
携
に
取
り

組
ん
で
い
る
モ
デ
ル
校
で
は
不
登
校
生
徒
の

減
少
、
い
じ
め
件
数
の
減
少
な
ど
、
確
実
に

成
果
が
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。
子
ど
も
の
環
境
や
社
会
の
変
化
に

対
応
す
る
た
め
に
も
、「
小
中
連
携
」
が
ま
す

ま
す
注
目
さ
れ
る
も
の
と
思
い
ま
し
た
。 

さ
い
た
ま
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
桜
区
連
合
会 

平
成
二
三
年
度
校
長
会
長
研
修
会

が
、
平
成
二
三
年
一
二
月
一
七
日(

土)

、
浦
和
別
所
沼
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

「
小
中
連
携
～
日
本
一
の
教
育
都
市
を
目
指
し
て
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
さ
い
た

ま
市
教
育
委
員
会
教
育
長
・
桐
淵
博
先
生
に
講
演
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
受
け
て

各
校
で
熱
い
グ
ル
ー
プ
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

桜区での「あいさつ運動」は、かなり定着

してきたのではないでしょうか。 

井原：校門でのあいさつ運動で、保護者の

皆さんと先生方に迎えられる子ども

達は、安心感があるように見受けら

れます。気持ちのいい挨拶から始ま

ると充実した一日になりますね。私

も家庭・職場・地域でも自然と挨拶

が出来るようになりました。 

 

アルミ缶回収での義援金をお届けに、被災

地に行かれたそうですね。 

井原：実際に被災地に伺い、校長先生とお

話ができたこと、子ども達と挨拶を

交わせたこと、被災状況を確かめら

れたことなど、あらためて今後も継

続して支援を続けていく必要性を感

じました。皆さんの心を届けていき

たいと思います。 

 

桜区区民まつりでの親睦ビーチボール大

会は盛り上がりましたね。 

井原：区民まつりで初めて体育館を使用し

ての大会でしたが、たくさんの皆さ

んと一緒に汗をかくことができ、と

ても充実した大会になりました。桜

区にビーチボールがもっと普及する

と良いですね。『楽しかった！』 

 

最後に、これからの桜区ＰＴＡ連合会につ

いて一言お願いします。 

井原：多くの会員さんとふれあえる機会が

少しずつ増えてきました。これから

も子ども達のために、皆さんと協調

し活動ができる事業展開ができれば

と思っています。 

 

さあ、動き出そう～Just Movement～です。 

桜区ＰＴＡ連合会の井原光太郎会長に聞きました。 

小学校から中学校への「不安」を子

どもや保護者から取り除くことが重

要である。小中連携をＰＴＡ役員で

止まらず広く保護者にどうＰＲし、

参加してもらうかが課題。参加して

もらう事で不安を解消したい。 
 

大久保中・大久保小・神田小 

小中の情報の共有が必要であり、小

中連携モデル校の活動の情報を保護

者に広く流して行く。広報紙や学校

だよりを小中学校でうまく活用して

行きたい。子ども達が基本的生活習

慣を身に付ける事も課題である。 

上大久保中・大久保東小・栄和小 

できることから行うという点では、

小中学校の「情報交換」であり具体

的には「生徒指導」であろう。９年

間通じて生徒を育成するという観点

から学校とＰＴＡが連携した形で小

中連携を拡げるのが理想的である。 

土合中・土合小・中島小 

西浦和小も含め 4 校連絡協議会や 4
校音楽会、ＰＴＡもふれあい懇話会

などを開催し、小中連携を実施して

いる。これらの内容や情報を、いか

に広く保護者や地域に発信し、周知

してもらうかが今後の課題である。 

田島中・田島小・新開小 

グループ討議の主な内容 

小中連携～日本一の教育都市をめざして～ 

①子供達の「育ち｣を巡る環境と社会の変化 

子どもの「育ち」、いわゆる生活の健全度

が子どもの成績にも反映している。 
②さいたま市の教育の現況と評価 

さいたま市の子どもたちは、学習面や生活

面で全国平均と比較して良好な成績を示

しており、がんばっている。 
③小・中の連携～「一貫」の視点 

小中連携モデル校では、不登校生徒が減少

しており、小中連携の成果が見られる。 

市教委教育長 桐淵博先生 講演の骨子 

小
中
連
携
、
小
中
一
貫
教
育
の
必
要

性
や
課
題
に
つ
い
て
講
演
す
る
、
さ
い

た
ま
市
教
育
委
員
会 

桐
淵
博
教
育
長

（
一
二
月
一
七
日
、
別
所
沼
会
館
に
て
） 

ま
た
、
小
中
連
携
の
事
例
紹
介
と
し
て
二

件
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
施
設
一

体
型
小
中
一
貫
校
で
あ
る
品
川
区
立
伊
藤
学

園
の
視
察
に
桜
区
小
学
校
校
長
会
が
行
っ
た

報
告
を
、
栄
和
小
・
阿
久
津
校
長
先
生
よ
り

い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
、
小
中
連
携
モ

デ
ル
校
と
し
て
市
教
委
よ
り
委
嘱
校
に
指
定

さ
れ
た
上
大
久
保
中
学
校
の
進
歩
状
況
を
、

汐
満
校
長
先
生
よ
り
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
後
の
「
小
中
連
携
」
を
推
進
し
て

い
く
上
で
た
い
へ
ん
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

講演に続き行われたグループ討議では、４つ

の中学校区に分かれ「小中の連携」について

意見を交わしました。「小中学校での情報の共

有が必要」「中一ギャップの不安」などの課題

が上げられました。（＝田島小ＰＴＡ撮影） 

さあ、動き出そう～Just Movement～ 



                                  

                                  

                                  

                                     

第
９
回 

桜
区
区
民
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
特
集 

優勝目指して 32 チームが熱戦を展開(=大久保東小ＰＴＡ撮影) 

第
九
回
桜
区
区
民
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
の
中
で
、
親
睦
ビ

ー
チ
ボ
ー
ル
大
会(

桜
区
区
民

ま
つ
り
実
行
委
員
会
主
催
・

桜
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
協
力)

が
、
平
成
二
三
年
一
〇
月
二

二
日(

土)

、
記
念
総
合
体
育
館

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
三
二

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
桜
区
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
か
ら
は
、
一
二

校
二
五
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま

し
た
。
大
会
は
盛
り
上
が
り

を
見
せ
、
神
田
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

「
ジ
ン
デ
ー
ズ
」
が
接
戦
を

制
し
優
勝
を
し
ま
し
た
。 

◇順位 ①ジンデーズ(神田小ＰＴＡ) ②ムッ

チーズ(中島小ＰＴＡ) ③ＯＫＢ-80Ａ（大久保

小ＰＴＡ） ④上中ソルト(上大久保中ＰＴＡ) 

朝
か
ら
雨
で
肌
寒
い
日
で
し
た
が
、
寒
さ

を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。
各
チ
ー
ム
の
実
力
も
均
衡
し

て
お
り
、
僅
差
の
試
合
が
続
き
ま
し
た
。 

試
合
の
合
い
間
に
、
大
久
保
東
小
学
校
の

金
管
バ
ン
ド
の
演
奏
が
あ
り
、
ひ
と
時
の
あ

い
だ
、
戦
い
を
忘
れ
て
子
ど
も
達
の
す
ば
ら

し
い
演
奏
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。 

平
成
二
三
年
は
、
東
日
本
大
震
災
で
「
絆
」

が
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
れ
た
年
で
し
た
。 

桜
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
で
は
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

を
通
じ
て
、
今
ま
で
以
上
に
地
域
と
の
交
流

を
深
め
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
桜
区

親
睦
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
事
は
、
た

い
へ
ん
有
意
義
で
あ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。 

今
大
会
で
は
「
さ
い
た
ま
市
ビ
ー
チ
ボ
ー

ル
協
会
」
の
皆
様
に
、
全
試
合
の
審
判
な
ら

び
に
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
の
指
導
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

▼
桜
区
長
賞 

ぼ
く
は
こ
こ 

光
る 

シ
ー
ル
で 

じ
こ
ぼ
う
し 

栄
和
小
４
年 

寒
河
江
夢
花 

 

▼
浦
和
西
交
通
安
全
協
会
会
長
賞 

ぼ
く
す
る
よ 

の
っ
た
ら 

す
ぐ
に 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト 

大
久
保
小
２
年 

小
菅
祥
太
郎  

▼
桜
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
賞 

前
を
見
て 

け
い
た
い 

や
め
て 

こ
っ
ち
見
て 

田
島
小
４
年 

朝
田
明
日
香  

▼
交
通
安
全
保
護
者
の
会
桜
支
部
長
賞 

ゆ
ず
り
あ
う 

そ
の 

や
さ
し
さ
で 

事
故
も
へ
る 

大
久
保
中
２
年 

小
川
遙
香  

桜
区
区
民
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
で
表
彰
式 

交
通
安
全
保
護
者
の
会
と
桜
区
Ｐ
連 

浦和西交通安全協会会長賞を

受賞した、大久保小学校・小菅祥

太郎くん（桜区区民まつりプラザウ

エストにて =大久保小ＰＴＡ撮影） 

区民まつりが開催された 10 月 22 日、記念総合体育館

１階ロビーにおいて、桜区ＰＴＡ連合会の活動内容を紹

介するポスターパネルの展示を行いました。「自分の学

校が載っている」と、多くの人に見ていただきました。 
(右ボード右より)         桜区ＰＴＡ連合会の活動を 6 枚のパネルで紹介しました。 

・桜区ＰＴＡ連合会紹介 

・区 P 連ホームページ 

・ＰＴＡとビーチボール 

(左ボード右より)  

・被災地支援アルミ缶回収 

・スマイルあいさつ運動 

・花と緑ふれあい事業 

区Ｐ連 あいさつ運動などをパネルで紹介 

一
〇
月
二
二
日(

土)

、
「
桜
区
区
民
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
」
に
お
い
て
、
さ
い
た
ま
市
の
小

中
学
生
を
対
象
に
募
集
し
た
交
通
安
全
標
語

の
入
賞
者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

約
二
〇
〇
〇
の
作
品
の
中
か
ら
一
二
の
標

語
が
入
選
し
ま
し
た
。
交
通
安
全
保
護
者
の

会
桜
支
部
に
桜
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
が
協
力
を

し
、
今
回
は
会
長
賞
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。 

交
通
安
全
へ
の
意
識
、 

関
心
の
向
上
、
交
通
事 

故
を
な
く
し
て
い
く
た 

め
に
は
、
子
供
達
だ
け 

で
な
く
私
た
ち
大
人
側 

の
働
き
か
け
も
必
要
と 

さ
れ
て
い
ま
す
。 

じ
ん
で 

し
ょ
う 

初優勝を飾ったジンデーズ 
神
田
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
聞
く 

昨
年
の
区
Ｐ
連
大
会
で
ジ
ン
デ
ー
ズ
は
４

位
で
し
た
が
、
メ
ン
バ
ー
一
同
と
て
も
悔
し

い
思
い
が
あ
り
、
次
は
優
勝
を
！
と
練
習
に

励
み
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
の
親
睦
・
団
結
力

が
深
ま
り
、
そ
の
結
果
が
優
勝
に
繋
が
り
ま

し
た
。
優
勝
は
運
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、 

 
 

保
護
者
や
先
生
方

と
楽
し
く
参
加
で

き
、
興
味
を
持
つ

人
も
増
え
、
今
か

ら
次
回
の
大
会
に

向
け
気
合
い
が
入

っ
て
い
る
ジ
ン
デ

ー
ズ
で
す
。 
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Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
が
熱
く
議
論 
桜
区
役
所
前
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
花
壇 

桜
区
で
は
、

区
民
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
花
と

緑
あ
ふ
れ
る
桜

区
を
目
指
す
『
花

と
緑
ふ
れ
あ
い

事
業
』
を
行
っ
て

い
ま
す
。
さ
い
た

ま
桜
高
等
学
園
、

浦
和
工
業
団
地

共
同
組
合
な
ど

が
「
桜
区
花
と
緑 

ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
、
す
で
に

桜
区
役
所
前
の
敷
地
に
花
壇
を
作
り
ま
し

た
。
桜
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
で
は
、
こ
の
「
花

と
緑
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
」
に
参
加
し
、

桜
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
花
壇
を
作
り
ま
し

た
。
七
月
に
雑
草
の
除
去
か
ら
始
め
、
花
壇

の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
決
め
て
ス
ペ
ー
ス
を
区

切
り
、
少
し
ず
つ
花
壇
を
作
り
上
げ
て
い
き

ま
し
た
。
そ
し
て
八
月
二
八
日(

日)

、
多
く

の
親
子
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
花
壇
は
完
成

し
ま
し
た
。 

一
二
個
あ
る
花
壇
は
、
桜
区
の
小
・
中
一
二 

大久保中学校ＰＴＡ 栄和小学校ＰＴＡ 上大久保中学校ＰＴＡ 土合中学校ＰＴＡ 中島小学校ＰＴＡ 田島中学校ＰＴＡ 

大久保小学校ＰＴＡ 神田小学校ＰＴＡ 大久保東小学校ＰＴＡ 土合小学校ＰＴＡ 新開小学校ＰＴＡ 田島小学校ＰＴＡ 
さいたま市 PTA 協議会 

桜区ＰＴＡ連合会の定期総会が、平成 23 年 6 月 11 日(土)に 
プラザウエストにて開催されました。この総会をはじめとして 
一年を通して、さまざまな活動が行われてきました。 

6 月 18 日 市 P 協 定期総会 10 月 22 日 桜区ふれあい区民まつり 

7 月 2 日 区 P 連 正副会長会 10 月 22 日 桜区親睦ビーチボール大会 

7 月 2 日 区 P 連 第１回 広報情報委員会 11 月 16 日 市 P 協 役員研修人権講演会 

7 月 5 日 被災地支援アルミ缶回収開始 11 月 19 日 区 P 連 第 2 回 広報情報委員会 

7 月 28 日 区 P 連 第１回 理事会 11 月 22 日 区 P 連 第 4 回 理事会 

8 月 28 日 桜区花と緑ふれあい事業 12 月 17 日 区 P 連 校長会長研修会 

9 月 1 日 第 2 学期スマイル！あいさつ運動 1 月 10 日 第 3 学期スマイル！あいさつ運動 

9 月 10 日 区 P 連 第 1 回 副会長会 1 月 24 日 区 P 連 第 5 回 理事会 

9 月 27 日 区 P 連 第 2 回 理事会 1 月 28 日 区 P 連 第 2 回 副会長会 

10 月 7 日 市 P 協 教育委員会交流会 2 月 4 日 青少年育成桜区連絡会 

10 月 18 日 区 P 連 第 3 回 理事会 2 月 10 日 桜区新春のつどい 

10 月 21 日 日本ＰＴＡ関東ブロック大会 3 月 5 日 広報紙 さくら咲く第 5 号 発行 

 

桜区ＰＴＡ連合会のホームページをご覧下さい。 

平成 23 年度 

桜区ＰＴＡ連合会 

広報情報委員 
近 松 敦 子 ( 大 久 保 小 ) 

村 田  恵 ( 大 久 保 小 ) 

小 倉 香 織 ( 神 田 小 ) 

小 田 千 秋 ( 神 田 小 ) 

宇 津 木 淑 江 ( 大 久 保 中 ) 

小 泉 美 絵 ( 大 久 保 中 ) 

伊 藤 こ ず 枝 (大久保東小) 

鈴 木 直 子 (大久保東小) 

見 城 真 由 美 ( 栄 和 小 ) 

成 田 朋 子 ( 栄 和 小 ) 

霜 田 友 子 (上大久保中) 

大 沢 美 咲 ( 土 合 小 ) 

塚 本 敦 子 ( 土 合 小 ) 

佐 藤 亜 由 美 ( 中 島 小 ) 

寺 島 奈 緒 美 ( 中 島 小 ) 

梨 本 淳 美 ( 土 合 中 ) 

鍋 岡 智 子 ( 土 合 中 ) 

大 村 麻 紀 ( 新 開 小 ) 

田 村 妙 子 ( 新 開 小 ) 

小 野 寺 敦 子 ( 田 島 小 ) 

宮 﨑 明 美 ( 田 島 小 ) 

芝 辻 晴 美 ( 田 島 中 ) 

土 山 真 弓 ( 田 島 中 ) 

上記 23 名の委員の皆さんに一年間、

取材等のご協力を頂きました。ありがと

うございました。 

 

桜区 PTA 連合会広報情報委員会 

委員長 桜 井 直 人 (栄和小)  

委 員 谷川めぐみ (大久保中) 

委 員 米 山 慎 司 (田島中)  

 

＊＊＊＊編集後記＊＊＊＊ 

桜区ＰＴＡ連合会広報紙「さくら咲く」の発

行にあたり、ご協力いただいた皆様、本当

にありがとうございました。 

桜区ＰＴＡ連合会は、12 月の校長会長研

修会を皮切りに、小中連携を深めるため

の議論をいろいろ重ねています。紙面の

都合で今回紹介できなかった内容はホー

ムページなどを通じて、今後も広く情報発

信していきます。皆様のご意見を是非お

聞かせください。 （編集担当者） 

の
学
校
を
表
し

て
い
ま
す
。 

一
二 

の
学
校

を
結
び
つ
け
る

一 

本
の
大
き

な
樹
。
ひ
と
夏

を
か
け
て
完
成

し
た
花
壇
は
、

地
域
の
結
び
つ

き
を
象
徴
し
て

い
て
い
ま
す
。 

九
月
一
〇
日(

土)

、
第
一
回
副
会
長
会
（
栄

和
小
学
校
幹
事
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

桜
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
で
行
わ
れ
て
い
る
「
被

災
地
支
援
・
ア
ル
ミ
缶
回
収
」
を
始
め
と
す
る
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
取
り
組
み
や
報
告

が
な
さ
れ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
何
が
で
き
る
か
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

「
子
ど
も
達
の
安
全
」
、
「
地
域
と
の
連
携
」
、

今
年
度
か
ら
行
わ
れ
る
「
小
中
連
携
」
等
に 

つ
い
て
も
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。 

震
災
後
初
め
て
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
の
会
合
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、 

冒
頭
に
東
京
電
力
よ 

り
、
原
発
事
故
の
状 

況
報
告
や
節
電
協
力 

の
感
謝
と
お
願
い
に 

つ
い
て
の
お
話
が
あ 

り
ま
し
た
。 

短
い
時
間
で
議
論 

は
尽
き
ま
せ
ん
で
し 

た
が
、
活
気
あ
る
活 

動
に
向
け
て
取
り
組 

め
る
副
会
長
会
と
な 

り
ま
し
た
。 

さいたま市桜区ＰＴＡ 検索 

桜区 12 校の絆を表現した花壇が完成 

区連副会長会開催(プラザウエストにて＝土合小ＰＴＡ撮影) 

親
子
で
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
花

壇
づ
く
り(

桜
区
役
所
前
に
て)

 


